
　2007 年９月に中央教育審議会　初等中等教育分科会でまとめられた
「理科の現状と課題，改善の方向性」

❶
によれば，⑴子どもの理科の学習

に対する意欲，⑵国民の科学に対する関心，⑶子どもの体験の状況，⑷
基礎的な知識理解，⑸科学的な思考力，表現力が今後取り組むべき課題
だとされた。

　　子どもの理科の学習に対する意欲
　興味深いデータがある。国際教育到達度評価学会（IEA）

❷
が国際数学・

理科教育調査（TIMSS）として，理科の勉強が楽しいかどうかという調
査を小学校４年生と中学校２年生に行っている。理科が楽しいと「強く
そう思う」生徒の割合は，中学校２年生の日本の生徒への調査では，
1995 年と 1999 年が約 8％，2003 年が約 19％，2007 年が約 18％と，
2003 年の調査を境に倍増している。しかしながら，国際的に比較した
場合には，「強くそう思う」と回答した生徒が 40％をこえる国際標準と
比べると生徒の理科の学習に対する意欲が低いと言わざるを得ない。特
に日本の場合，40％以上の生徒が「そう思わない」と回答しており，教
科書づくりの編集方針の大切な点として，「生徒の興味・関心を喚起す
る教科書」，「科学の楽しさが伝わる教科書」をめざす必要がある。

　　国民の科学に対する関心
　国民の科学に対する関心については，内閣府が行っている，「科学技
術と社会に関する世論調査」

❸
がある。それによると，2007 年と 2010 年

ではさほど違いはなく，６割以上の国民が科学技術についてのニュース
や話題に「関心がある」もしくは「ある程度関心がある」と答えている。
自分自身や家族の健康や安全を願う気持ちの中で，生活に必要な科学に
関する情報を積極的に取り入れる必要があることには疑いはない。ただ
し，この場合，正しい知識をもちながら新しい情報に接することが重要
であり，成長過程の早い段階から科学への関心をもつ必要がある。その
ような観点から，社会的に重要な話題や最新ニュースは積極的に教科書
の中に取り入れていく必要がある。

　　子どもの体験の状況
　国立青少年教育振興機構が行った，「青少年の体験活動等と自立に関
する実態調査」などでは，過去に比べて，理科の学習の基盤となる自然
体験，生活体験が乏しくなってきている状況がみてとれる。近年の
2006 年と 2010 年との比較でさえ，「昆虫や水辺の生物を捕まえること」，
「植物や岩石を観察したり調べたりすること」など多くの項目で，１回
も経験したことがない生徒の数がふえている。自然体験や生活体験は教
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ガラス器具の取り扱い1
［ビーカー，試験管，フラスコ］

ガラス器具の種類
ガラス器具の機能をよく知って適切な使い方をすれば実験を安全に行うことができる。

ガラス器具の点検と丁寧な取り扱い
ガラス器具は実験器具の中でもよく使用される。特に破損に気づかな。日ごろのガラス器
具の点検が必要である。

6

安 全 へ の 注 意 事 項

A観察・
実験編

point

1
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2ビーカーでの液体の加熱

試験管での液体の加熱

丸底フラスコでの液体の加熱

必ず加熱用金網をしく。 沸騰石を入れ，加熱用金網をしく。

液量は約1/4から1/5程度。

セラミックつき金網

沸騰石

セラミックの取れている
ものは使用しない

加熱用金網

沸騰石

加熱用金網

強くしめすぎない

液量は試験管の約1/5 管口は人に向けない

試験管ばさみを使って
加熱するのがよい

親指をはさんで試験管ばさみ
が開かないようにする

動かないほうを
下に向ける

平成28年度用 未来へひろがるサイエンス 1～3年 指導書

指導書の構成
第１部

総説（本冊）

総説別冊
安全ハンドブック
 付録 DVD 

第２部（各１～３年）

詳説（本冊）
 付録 DVD 

詳説別冊 観察 ･ 実験編

詳説別冊 マイノート編
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色覚の多様性への配慮

１ 色覚の多様性と学校での配慮 NPO法人 カラーユニバーサルデザイン機構
東京大学准教授 伊藤啓

１ 色の見え方（色覚）の多様性

人間の色の感じ方は一様ではありません。遺伝子のタイプの違いやさまざまな目の疾患によって色の
見え方が一般の人と異なる人が，日本に 500 万人以上存在します。その中でも人数が多い赤緑色弱の人
は，日本では男性の 20 人に 1 人にのぼり，40 人学級では平均するとどのクラスにも 1 人は色弱※の子
どもがいる計算になります。先生にも，同じ割合で色弱の人が存在します。女性では 500 人に 1 人程度
ですが，それでも，子どもの数が 1000 人の女子校には 2 人程度は色弱の人がいる計算になります。
色弱の人は，自分が色弱であることをなるべく他人に知られないように隠そうとします。色覚検査が
なくなったために「うちのクラスには色弱の子はいない」と誤解してしまう場合がありますが，本人か
らの訴えがあるかどうかにかかわらず，｢自分の授業を聞いている児童のなかには，必ず色弱の子がい
る」と考えることが重要です。
色弱の人の多くは，色の見分けに多少苦手な点はあっても「日常生活で特に大きな不便を感じること
はない」と言います。一方で，｢学校で嫌な思いをした」という経験が人生のトラウマになっている人
は少なくありません。学校設備の設計，教科書や教材の選択，授業の進め方などのさまざまな面で，色
弱の子どもが嫌な思いをしないように配慮することが大切です。
※色覚の呼称について：以前使われた色盲という表現は，最近は使われなくなりました。行政用語では色覚障碍，

医学用語では色覚異常とも呼ばれますが，色の見え方の違いは血液型と同じように遺伝子の多様性の問題ですの

で，障碍や異常という表現は子どもへの心理的影響を考えると必ずしも適当とはいえません。このため，色弱と

いう表現が最も穏当と思われます。

(１) 遺伝子の違いによる先天的な色覚の多様性
人間の目の網膜には，暗いところでだけ働く「杆体」と明るいところでだけ働く「錐体」の， 2 種類

の視細胞があります。錐体には，感じる光の波長が異なる L(Long)，M(Middle)，S(Short)の 3 種
類があり，脳はこれらの情報を比較して色を判断します。しかし，これら 3 種類の錐体をつくる遺伝子
は，すべての人がもっているわけではありません。

■Ｃ型（Common Type，一般型）
日本人男性の約 95％，女性の約 99.5％は，L，M，Sの 3 種類の錐体をすべて持っていて，さまざ
まな色を細かく見分けることができます。

巻頭カラー8

総　説第１部 第１部 総説別冊「安全ハンドブック」

編集方針
読みやすく使いやすい内容・デザインになるよう
に工夫しています。平成 28 年度用では，内容に
ついての解説を充実させているだけでなく，観察・
実験時の安全面と技能面について，一層の配慮を
しています。
新しく生まれ変わったマイノートについても，活
用方法の例示も含め，解説を充実させています。

・教科書の構成と特色を紹介しています。

第１部 総説は，本冊と別冊（１冊）の２冊と DVD１枚で１セットです。
第２部 詳説は，各学年とも，本冊と別冊（２冊）の３冊とDVD１枚で 1 セッ
ト（１学年分）です。

・�平成 18年度から発刊した安全指導における理科
室必携の安全マニュアルである「安全ハンドブッ
ク」を，さらに充実させるよう改訂します。

・�指導計画の作成のしかた，評価についての考え方
など，授業研究に役立つ解説書です。

・�理科室での実験における注意事項（器具・薬品のと
り扱い），野外観察での注意事項などをまとめて
います。

・�カラーユニバーサルデザインや，環境教育などに
ついても解説しています。

・�理科における事故事例について，防止策や万が一
起こったときの対応を，わかりやすく解説してい
ます。付録のDVDには，安全対策のための実験
動画集を収録する予定です。

指導書の紹介

5454



自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

●観点別達成目標（評価規準）で， 　　　のように示し，マイノートマーク 　　　  をつけたものは，
その評価にマイノートを使えることを示している。

関①

実験１の結果から，入射
角と反射角の関係を考察
し，レポートにまとめる
ことができる。

実験２の結果から，入射
角と屈折角の関係を考察
し，レポートにまとめる
ことができる。

凸レンズを通る光の進み
方をもとにして，凸レン
ズによってできる像を作
図によって求めることが
できる。

実験３の結果から，凸レ
ンズが実像と虚像をつく
る条件を見いだすことが
できる。

思①

思②

思③

思④

光源装置や鏡，分度器な
どを使って，入射角を変
えたときの反射角を測定
することができる。

光が空気中から水中へと
進むとき，境界面で屈折
する角度を入射角を変え
ながら測定することがで
きる。

光が水中から空気中へと
進むとき，境界面で屈折
したり全反射したりする
角度を入射角を変えなが
ら測定することができる。

凸レンズなどを使って物
体と凸レンズの距離や像
のでき方を記録すること
ができる。

技①

技②

技③

技④

光源を出た光は直進する
ことがわかる。

鏡で光がはね返るときの
規則性がわかる。

物体で反射した光の進み
方とものが見えるしくみ
がわかる。

光が空気中から水中に進
むときの規則性がわかる。

光が水中から空気中に進
むとき，ある角度をこえ
ると全反射が起こること
がわかる。

凸レンズによる像のでき
方の規則性がわかる。

知①

知②

知③

知④

知⑤

知⑥

観点別達成目標（評価規準）
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自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

光が反射したり通り抜け
たりするときの規則性を
調べようとする。

コインが見えたり見えな
くなったりする現象に興
味をもち，光の進み方を
調べようとする。

凸レンズを使ったときの
物体の見え方に興味をも
ち，凸レンズのはたらき
を調べようとする。

関②

関③

関④

光・音・力による現象に
興味をもち，そのしくみ
を調べようとする。

関①

光の反射や屈折の実験を行い，光が水やガラスなどの物質の
境界面で反射，屈折するときの規則性を見いださせる。また，
凸レンズのはたらきについての実験を行い，物体の位置と像の
位置および像の大きさや向きの関係を見いださせる。

・ 光が反射するときには，入射角と反射角が等しいことを見い
ださせる。

・ 反射する光の進み方を利用して，鏡で像が見えることや，光
が乱反射することによって物体が見えることを理解させる。

・ 光が水やガラスなどの物質の境界面で屈折することを実験を
通して見いださせる。

・ 水やガラスから空気に光が進むとき，入射角が大きくなると
全反射が起こることに気づかせる。

・ 凸レンズがつくる像の位置や大きさ，向きが，物体と凸レン
ズとの距離で決まることを見いださせる。

・凸レンズで実像と虚像ができるしくみについて理解させる。

光による現象1

身のまわりには，どのようなしくみがかくされてい
るのだろうか

身のまわりの現象と光・音・力がどのように関係しているか
に興味をもたせるようにする。

章の目標

各章の目標と観点別達成目標（評価規準）
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評価規準 評価基準の例
 Ｂ基準に至らない場合の支援 

Ａ基準 Ｂ基準

1

2

3

4

時 指導計画

●授業時数に余裕がある範囲で次の活動を行い，理解を確かなものにしたり，深めたりする。
　・「ためしてみよう」 や 「図示実験」，「ぶれいく time」 で紹介した実験を生徒実験として扱う。
　・「ぶれいく time  （科学偉人伝，先人の知恵袋，はたらく人に聞いてみよう，部活ラボ）」　・「学習のまとめ」　・「終章」

物体から出た光が直接目に届い
たり，物体で反射した光が目に
届いたりすることで，物体を見
ることができ，それが届かない
と見えないと理解している。

物体から出た光が直接目に届い
たり，物体で反射した光が目に
届いたりすることで，物体を見
ることができると理解している。

物体から出た光が目に届くまで
の道すじを考えさせたり，鏡を
通して物体を見たときに見る位
置を変えるとどうなるかを考え
させたりする。

鏡で光が反射するとき，入射角
と反射角が等しく，入射角を変
えるとそれに伴い反射角も変わ
ることを理解している。

鏡で光が反射するとき，入射角
と反射角が等しく，入射角を変
えるとそれに伴い反射角も変わ
ることを理解している。

入射角と反射角の測定値をもう
一度見直し，規則性を読み取ら
せる。

実験１の自分や友だちの結果か
ら，鏡で反射した光の入射角と
反射角の規則性を考察し，詳し
くレポートにまとめている。

鏡で光が反射するとき，入射角
と反射角が等しいことを理解し
ている。

表の書き方を指導し，表の入射
角と反射角の値を比べて，何が
わかるかを読みとらせる。

光源装置や鏡，分度器などを
使って，鏡で反射した光の入射
角を細かく変えたときの反射角
を調べている。

光源装置や鏡，分度器などを
使って，鏡で反射した光の入射
角を細かく変えたときの反射角
を調べている。

どこが入射角・反射角に相当す
るのかを説明するとともに，入
射角・反射角の読みとりを一緒
に行うなど，測定のしかたを理
解させる。

空に見える虹や楽器から出る音，
月面で自由に動ける宇宙飛行士
など，光 ・ 音 ・ 力の現象に興味を
もち，身のまわりの現象や経験と
比べながら光や音の性質，力の
はたらきを調べようとしている。

空に見える虹や楽器から出る音，
月面で自由に動ける宇宙飛行士
など，光・音・力の現象に興味
をもち，光や音の性質，力のは
たらきを調べようとしている。

水に鉛筆を入れると折れ曲がっ
て見える現象を思い出させたり，
弦楽器の演奏での音の変え方を
考えさせたりする。

光を反射させたり，通り抜けた
りするとき，物質を変えたり，進
む角度を変えたりしたときのこと
を考えながら，光がどのように
進むのかを調べようとしている。

光を鏡で反射させたり，水など
を通り抜けたりするとき，光が
どのように進むのかを調べよう
としている。

日常生活における光の反射や透
過の現象を想起させて，光の現
象に興味をもたせる。

いろいろな光源から出た光を比較
して，光源を出た光はに広がりな
がら直進することを理解している。

光源を出た光は直進することを
理解している。

小学校理科３年で行った光のま
と当てを思い出させたり，スリッ
トを通した光を見せたりする。
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評価規準 評価基準の例
 Ｂ基準に至らない場合の支援 

Ａ基準 Ｂ基準

1

2

3

4

時 指導計画

10～１月

26～28 時間（予備２時間）

指 導 時 期

配 当 時 間 

光・音・力による現象に興
味をもち，そのしくみを調
べようとする。

関①

光が反射したり通り抜けた
りするときの規則性を調べ
ようとする。

関②

光源を出た光は直進するこ
とがわかる。

知①

光源装置や鏡，分度器など
を使って，入射角を変えた
ときの反射角を測定するこ
とができる。

技①

実験１の結果から，入射角
と反射角の関係を考察し，
レポートにまとめることが
できる。

思①

鏡で光が反射するときの規
則性がわかる。

知②

物体で反射した光の進み方
とものが見えるしくみがわ
かる。

知③

　　　小学校３年で学習した，鏡に当たったはね返った光が
直進したことを思い出させる。

　　　　　光が鏡ではね返るとき，どのような規則性がある
のだろうか。

　　　　　　　　光の道すじを予想させる。
　　　　光が鏡ではね返るときの規則性

光がはね返るときのようす2 （2 時間）

導入

学習課題

予想してみよう

実験 1

　　　実験１の結果を確認する。
　　　　　　　　実験１の結果からどんなことがわかるか考

えさせる。
　　　反射の法則について説明する。
　　　ものが見えるしくみを説明する。
　　　　　　　鏡で反射して物体が見えるときの光の道すじ

を考える。
　　　乱反射について説明する。
　　　　　　　　光が反射するときには反射の法則が成り立

つ。光が目に届くと，物体を見ることができる。物体
に当たった光は乱反射しているので，どの方向からで
も物体を見ることができる。

導入

実験結果の考察

説明

説明

考えてみよう

説明

学習課題のまとめ

　　　単元導入の写真を使って，光・音・力による現象に興
味をもたせる。

［1 時間］身のまわりには，どのようなしくみが
かくされているのだろうか

説明

　　　身のまわりの光による現象を思い出させる。
　　　光源について説明する。
　　　　　光はどのように進んでいるのだろうか。
　　　光の直進について説明する。

光による現象1 ［８時間］

光の進み方1 （2 時間）

導入

説明

学習課題

説明

単元の指導と評価の計画例
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身のまわりには，どのような
しくみがかくされているのだろうか

光や音，力による現象は，身のまわりにたくさん見ること

ができます。あたりまえにみえる現象であっても，そこには

いろいろなしくみがかくされています。

サイエンスの目で，その謎
なぞ

を解き明かしていきましょう。

光はどのように進み，それによって
ものはどのように見えるのだろうか。

音はどのようにして発生し，どのよ
うに伝わっていくのだろうか。

力には，どのようなはたらきがある
のだろうか。

光による現象1

音による現象2

力による現象3

光・音・力による
現象

 5

エ
ネ
ル
ギ
ー

176

背景写真は，空にできる大きな美しい虹であ
る。雨上がりに太陽を背にして空を見上げると
見えたりする。必ず見えるものではなく，条件
がそろわないと見ることはできない。また七色
というが，実際に見えるのは四色程度である（教
科書本冊 p.167 参照）。

実際の授業では，背景の写真を見せて興味や
関心を高めたうえで，外に出て実際に虹をつ
くってみようと投げかける。生徒の学習意欲を
高めながら，単元の学習につなげていきたい。

準備　洗面器，鏡，白い紙，黒い画用紙とセロ
ハンテープ（または黒いビニルテープ）
方 法　 ① 鏡 に 黒 い 画 用 紙（または黒いビニル

テープ）をはり，真ん中に細いすきまをつくっ
ておく。

② 洗面器に水を入れ，①でつくった鏡を太陽に
向けて斜めに入れる。

  背景写真  2

  虹をつくってみよう  3

日常生活では，光そのものを意識することは
ないが，光によってさまざまな現象が見られる
ので，生徒にとって興味や関心を抱きやすいも
のであろう。しかしながら，原理やしくみを堅
苦しく説明調に話すと，一挙にテンションが下
がってしまうので，謎解き風に楽しく展開したい。

  身のまわりには，どのようなしくみがか
  くされているのだろうか  

1

教科書本察紙面の解説

1

2

　　　　　　　　　　　　身近で起こるさまざまな現
象に不思議さを感じ，光による現象への興味・関心を
高めて，本単元への導入としたい。

◆ 単元導入の写真を使ったり実際につくったりして，
光によって生じる不思議な現象に興味をもたせる。

◆ 虹はどのようなときにできるのか，これまでの日常
経験を思い起こさせる。

　◇雨上がりで太陽光が差しこんだとき
　◇太陽を背にしたとき
◆光によってできていることを説明する。
　◇ 小学校３年生での光の学習を思い出させる。
◆実際に虹をつくらせる。
　◇  p.156 の方法で，虹をつくらせる。

◆ 万華鏡をつくって実際に調べ，不思議な模様の規則
性に気づかせる。

　◇ 隣り合う模様の見え方にはどのような規則性があ
るか。

　◇ 二面鏡に変更すると，見え方にどのような変化が
見られるか。

◆ ビーカーに水を入れ，真ん中にストローを入れると
太くなって見える現象を体験させ，知的好奇心を喚
起させる。

　◇ ここで答えを出すのではなく，これからの学習で
解明していこうという気持ちをもたせたい。

単元導入のねらい

第 1 時限目導入A

説明B

説明C

評価の場面 　　　　　　　　関①

身のまわりには，どのようなしく
みがかくされているのだろうか

p. 176

A

B

1

学習の流れ

単 元 導 入

時限目1

328
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p. 176

第２部 詳説別冊「観察・実験編」

各章の目標と観点別達成目標
（評価規準）

評価規準の例を示しています。

教科書縮刷版ページ
授業の展開例を教科書の縮
刷版と対応させ，「学習の流
れ」として設置しています。

準　備　（    ）で示した数量は 1 班あたり

実験のねらい

ホウセンカ
　　　　エタノール
　　　　電流計，スイッチ，端子（2）
　　　　種類の違う豆電球ア（2.5V用）とイ（3.8V用），乾電池（2），導線
　　　　電流計のかわりにデジタルテスターを使ってもよい（教科書 p.193，詳説 p.207，269参照）。

薬　品
器　具
その他
備　考

●豆電球の直列回路では，回路の各点を流れ
る電流の強さは等しいことを見いださせる。

●豆電球の並列回路では，枝分かれした電流
の強さの和は，分かれる前の電流の強さや，

合流した後の電流の強さと等しいことを見
いださせる。

●電流計の使い方に習熟させる。

●乾電池は，事前にバッテリーチェッカーで電
圧を調べておく。電圧値が 1.5 V 未満の場合は，
実験中の電圧降下が著しく，実験誤差を大きく
する原因となるので，新しいものと交換する。
●導線や端子などに接触不良の部分がないか
チェックしておく。

●配線中はスイッチを切っておく。また，１回
の測定ごとにスイッチを切り，電流を流しっぱ
なしにしない。
●電流計の＋端子，－端子へ接続する導線が逆
にならないようによく確認させる。「赤色は＋
（プラス），黒色は－（マイナス）」と覚えさせ，
習慣として，電源の＋極側は赤色，－極側は黒
色の導線を用いるようにさせる。
●電流計などを誤って配線し，回路をショート
させてしまわないよう注意する。
●ソケットの豆電球がゆるんでいると点灯しな
いので，確認させておく。
方法①　豆電球ア（2.5 V 用）を使用し，豆電球
に流れこむ電流の強さと，豆電球から流れ出る
電流の強さを測定する。豆電球を電流が通ると，
豆電球を点灯させるためにエネルギーが使われ，
豆電球を通った後は電流が弱くなると予想する
生徒がいるかもしれないからである。

準備上の留意点

実験上の留意点

方法②　２種類の豆電球ア（2.5 V 用）とイ（3.8 V
用）を使用し，直列につないで回路をつくる。
　下の図のように，電流を測定する点をミノム
シクリップでつないでおき，電流計の両端子に
もミノムシクリップつき導線をつないでおくと，
電流の測定がしやすい。

　直列回路の場合，２種類の豆電球の規格に
よっては，一方の豆電球の点灯が認められない
ことがある。しかし，その場合でも，電流計の
指針は振れているので，生徒には電流の値を読
み取るよう指導しておく。
　なお，機器の整備状況や生徒の実態によって
は，電流計のかわりにデジタルテスターを用い
ることもできる。基本的には，まず電流計の使

3.8V用 2.5V用 C

E

D

p.192～193教科書本冊 所要時間 30分

回路を流れる電流実験 1
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単元の指導と評価の計画例
評価基準の例を示し，B基準に至ら
ない生徒への支援も示しています。

準備や実験の留意点やコツ
を丁寧に解説しています。

安全面で注意すべき点は，一目で
わかるように赤字で示しています。

詳　説第２部

・�実際の指導に役立つ解説書です。各単元の設定趣旨や総括目標，教材の構造，評価計画（評価基準），
学習の流れ，教科書紙面の解説，参考資料などを掲載しています。

・�教科書中の生徒の活動（生徒観察・実験，ためし
てみよう，図示実験，ぶれいく time（活動タイプ），
きみも科学者）の解説で構成しています。

・�安全対策にかかわる留意点や実験をうまく進める
コツなどの有用な情報を盛りこんでいます。

指
導
書
の
紹
介

5555



や重なって見える細胞を記入させるが，動物細胞には細胞壁がないことを思い出させ，線のかき方を工
夫させたい。
❷本来の核に色はないが，教科書本冊 p.6 ～ 7 観察１では酢酸オルセイン溶液などで染色したので，こ
れを思い出させながら核を赤く塗らせると，知識の定着に役立つ。
❸実際に顕微鏡で観察したときには，液胞がみえないこともあるため，液胞の形状がわからない生徒も
いる。教科書本冊 p.9 図３のムラサキツユクサのおしべの毛の液胞と，図４の液胞をあわせて示し，袋
状のつくりをしているということを理解させたい。
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□

　   実施場面

　教科書本冊 p.9 で細胞のつくり
を学習した後に取り組むと，内容
の定着につながることが期待でき
る。

　   設定のねらい

　生物の体が細胞でできているこ
とを作図によって確認したうえで，
動物と植物とでは，細胞のつくり
に違いがあること，しかし，生物
体をつくる単位となる細胞として
の基本構造は共通であることを理
解させる。

　   指導のポイント

❶オオカナダモでは，中央の細胞
が未完成で，核もかかれていない
ことに気づかせる。
　ほおの細胞では，やはり中央の
部分が未完成である。ここに，や
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植物と動物の細
さい

胞
ぼう

のつくり観 察 1 からの 作図  読解  記述

共通点は， 相違点は，

植物の細胞 動物の細胞
細胞膜
細胞壁

へき

核
かく

葉緑体
液
えき

胞
ほう

各部の名称

観察１をもとに，植物と動物の細胞のつくりについて，考えてみよう。

左の顕
けん

微
び

鏡
きょう

写真をもとに，右のかきかけの模
も

式
しき

図
ず

を完成させよう。❶

上の図をもとにして，植物と動物の細胞の共通点と相
そう

違
い

点
てん

を書いてみよう。❷

下に，植物の細胞と動物の細胞の模式図を書いてみよう。また，細胞膜
まく

の例のように，各部とそ
の名

めい

称
しょう

を線で結んでみよう。
❸

生物の体と細胞

動物の生活と生物の進化

1  4  13本冊

2B-02-AS-z-ex02

2B-02-AS-z-ex01
オオカナダモの葉の細胞

ヒトのほおの細胞

0.05 mm

0.05 mm

生
命

2 

 5

生物の体と細胞

動物の生活と生物の進化

11

植物と動物の細胞のつくり

観 察 1 からの

作図  読解  記述

p. 2

 

　　　　　植物細胞は外側の仕切り
がはっきりしている。

　　　　　染色液によく染まる丸い
ものが１つずつある。

12 

生
命

 

❶ ❷花のつくりについての用語
をしっかりとおさえる。
❹ 胚珠が子房の中にあるものを
被子植物，胚珠がむきだしなもの
を裸子植物ということと，これら
の植物は種子をつくる点で共通し
ているので双方を合わせて種子植
物ということを知識として定着を
はかる。なお，被子植物の特徴と
して子房の存在があげられるが，
以前は胚珠が子房に包まれるとし
ていた。しかし，包むという表現
は子房が意識的に包んでいるとい
う意味に取れてしまうため，子房
の中にあるという事実のみを記述
するように指導すること。□□□
□□□□■□□□□■□□□□□
□□□□■□□□□■□□□□□
□□□□■□□□□■□□□□□

　 実際の観察では，花は基本的
に外側から，がく，花弁，おしべ，
めしべの順についてできていたこ

1

とを思い起こさせたい。なお，観察１では『別
の方法にトライ』として花式図をつくることも
設定していた。花式図は花のつくりを考える上
で効果的である。
　 めしべの根もとのふくらんだ部分の観察は，
生徒は切ったことと粒があったことは記憶して
いても，どのような並びをしていたかについて
は，うやむやなことがある。そのような場合に
は，教科書本冊 p.20 図３を確認させたり，マ
イノート p.3 のサイエンスアプローチをさせるなどして，定着をはかりたい。
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□
□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□□□□■□

2

方法①，②で，花のつくりでいちばん外側に見られたつく
りは何か。名

めい

称
しょう

を答えなさい。
方法③で，めしべの根もとのふくらんだ部分の中に見られ
た粒を何というか。名称を答えなさい。

1

2

花のつくりは， 外側から順にア 　　   ，イ 　　  ，ウ 　　　   ，エ 　　　  の
順についている。（ウ）の先

せん

端
たん

部分にはやくがあり，（エ）の先端部分を
オ柱頭  という。（エ）の根もとのふくらんだ部分をカ 子房  といい，（カ）
の中にはキ 胚珠  と呼ばれる粒

つぶ

がある。
アブラナの花のように花

か

弁
べん

が１枚
まい

１枚離
はな

れているものをア 離弁花  と
いい，ツツジの花のように花弁がたがいにくっついているものを
イ合弁花  という。
マツには雄

お

花
ばな

と雌
め

花
ばな

があり，それぞれうろこのようなア りん片  が多
数集まったつくりをしている。雄花の（ア）にはイ 花粉のう  があり，雌
花の（ア）には子

し

房
ぼう

がなく胚
はい

珠
しゅ

がむきだしでついている。
アブラナなどのように胚珠が子房の中にある植物をア 被子植物といい，
マツなどのように子房がなく胚珠がむきだしの植物をイ 裸子植物とい
う。これらは，種子でなかまをふやすという点では共通しており，こ
のような植物のなかまをウ 　　　　  という。

❶ がく 花弁 おしべ めしべ

 p. 20

❷

 p. 20

❸

 p. 25

❹

種子植物  p. 25

おしべ
めしべ

がく

アブラナ

花弁

セロハンテープの
裏側にはりつける。

アブラナのめしべ

カッターナイフ

植物のくらしとなかま

花全体の形を，肉眼やルーペを
使って観察する。

①

花のつくりを，外側にあるもの
から順に台紙にはりつけ，特

とく

徴
ちょう

を記録する。

②

めしべの根もとのふくらんだ部分を，カッ
ターナイフで切り，中のようすをルーペや
双
そう

眼
がん

実
じっ

体
たい

顕
けん

微
び

鏡
きょう

を使って観察する。

③

　　　   花のつくりの観察観察 1  18本冊

❶
ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

❷
ア

イ

❸
ア

イ

❹
ア

イ

ウ

1

2
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　　　　　　人間は植物を利用する際，花や果実
を特に活用している。植物にとって花は鑑賞され
るために咲かせるものではなく，果実も食べられ
たり容器にされたりするためにつくるものではな
い。それなのになぜ花を咲かせ果実を結ぶのかに
ついて理解させたい。
１　花のつくりは一般に外側からがく→花弁→お

しべ→めしべの順になっていることを押さえる。
おしべの先端にはやくがあり，花粉が入ってい
る。めしべの先端は柱頭であり，根もとの膨ら
みを子房という。子房の中に胚珠がある。

花から果実への変化2  p.36 ～ 40教科書本冊

日常生活

　　　　　　　光合成・呼吸のはたらきを調べる
典型的な対照実験の例である。
３　生徒には，対照実験の意味，どのような試験

管を用意することが，調べたい内容を確認する
ことにつながるのかを理解させたい。

４　ここでは BTB 溶液を用いるが，他の指示薬
を用いた場合などを発展的に考えさせることで，
より学習を深化させることができる。

５　BTB 溶液を用いるだけでは，二酸化炭素の
同定には不十分であることを思考させたい。

光合成1  p.18 ～ 20教科書本冊

分析 ・ 解釈

1B-32-US-z-ex01

A B

A B
BTB溶液

光

（ア）（イ）にあてはまる色を書きなさい。
実験１・２の試験管Ｂのように，調べたいことがら以外の条件を同じにして行う実験のことを何
というか。
実験１・２において，試験管Ｂを用意した理由を説明しなさい。
試験管Ａの液体は，実験１では（ア）色から（イ）色へ，実験２では青色から緑色へ変化した。この
結果のちがいから考えられることを，下の語句を使って簡

かん

潔
けつ

に述べなさい。
【語群…　二酸化炭素　光

こう

合
ごう

成
せい

　呼
こ

吸
きゅう

】
実験１・２だけでは４で考えたことが事実であるとはいいきれない。その理由を説明しなさい。

1.
2.

3.
4.

5.

実験１の後の試験管Ａ・Ｂの液体だけを捨
す

て，新しく同量の水を入れ，青色の BTB 溶液を
それぞれに加えた。そして，両方の試験管を 24 時間暗室に置いた。

試験管Ａの液体は緑色に変化したが，試験管Ｂの液体は青色のままであった。

実 験 ２

●

・

同量の水を入れた２本の試験管を用意し，青色の BTB
溶液を加えた。そして，ストローを使って，両方の試験
管にじゅうぶんに息をふきこんだ。
２本の試験管のうちの１本にオオカナダモを入れ（試験
管Ａ），もう片

かた

方
ほう

の試験管にはオオカナダモを入れなかっ
た（試験管Ｂ）。これらの試験管Ａ・Ｂを 24 時間じゅう
ぶんな光に当てた。

実 験 １

①

②

①では，息をふきこんだ後の試験管の液体の色は，（ア）色になった。
②では，試験管Ａの液体は（イ）色に変化したが，試験管Ｂの液体は（ ア ）色のままであった。

・
・

1 ア イ 2

3

4

5

BTB 溶
よう

液
えき

は，酸性で黄色，中性で緑色，アルカリ性で青色を示す試薬である。また，二酸化炭
素は水にとけると，その水

すい

溶
よう

液
えき

は酸性となる。これらをふまえて，次のような実験を行った。次
の問いに答えなさい。

1

力
だ
め
し

生
命

解答はp.77 ～ 78

32 

 5

10

15

20

25

結果のちがいがオオカナダモのはたらきによることを明らかにするため。

二酸化炭素以外に，BTB 溶液の色を変化させる物質が出入りする可能
性があるため。

植物は，光合成では二酸化炭素をとり入れ，呼吸では二酸化炭素を出す。

黄 青 対照実験

　植物の光合成と呼吸による気

体の出入りを理解しているか。

１・３　　　　BTB 溶液の性

質を理解し，実験で活用できる。

２　　　　対照実験の意味や目

的を理解している。

４・５　　　　光合成と呼吸に

おける気体の出入りと BTB

溶液の変色を関連づけて説明

することができる。

光合成1

観 · 実

知 · 理

思 · 表

p. 32

問題のねらいと評価規準

指導・支援のポイント

20 

生
命

26 

1B-03-AS-z-ex01

アブラナの子房断面

1B-03-AS-z-ex01

アブラナの子房断面1B-73-KA-z-ex03

アブラナの果実の断面

1B-04-AS-z-ex03

アブラナの果実の断面

1B-03-AS-z-ex02

カキの子房断面

1B-03-AS-z-ex02

カキの子房断面1B-73-KA-z-ex04

カキの果実の断面

1B-04-AS-z-ex04

カキの果実の断面

　　　　　　　　子房室と胚珠の区別
がつかず，子房の中をすべて塗りつぶ
してしまう。
⇒子房の内にある空間を子房室といい，
そこに胚珠がある。胚珠と子房室は別
物である。
支 援

教科書本冊 p.17 の観察１で行った
子房の観察を思い出させる。あるいは，
子房のみ分解させてみてもよい。

　　　　　　　　子房と，柱頭・花柱
の区別がつかず，めしべ全体を塗りつ
ぶしてしまう。
⇒めしべは子房と柱頭，花柱からなる。
支 援

子房はめしべの根もとの膨らみで，
胚珠を保護する役割をもつことを説明
し，理解させる。その際，花柱と柱頭
の役割も説明するとよい。

かきこみ例 １

かきこみ例 ２

❶ トウモロコシとホウセンカ以外の下の例も，同じように，茎を 　　 で縦に切ったときのよう
すを　　　　　に模

も

式
し き

的
て き

にかいてみよう。

ユリ

（縦に切ったときの模式図）

アブラナ

（縦に切ったときの模式図）

[ 道管と師管の位置 ]観察 2 からの  26  27本冊

生徒のほかの
かきこみ例 p.56

22

11 観察 1 からの 花のつくりと果実

さ
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マイノート p.4 の観察２からのアプローチを，さらにトレーニングしたいときに，

DVDからデータを出力して配付するとよい。 DVD-ROMに掲載
生徒配付用資料と
かきこみ例

024-1my-A-x07

16 

生
命
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第２部 詳説別冊「マイノート編」

マイノート縮刷版ページ
本冊の縮刷版よりも大きくすることで，実際の
かきこみ例をイメージできる紙面にしています。

参考資料には，さらに
スキルをみがくことが
できる生徒配付用資料
も掲載しています。

問題のねらいや解説だ
けでなく，生徒がよく
抱く誤概念なども資料
として示しています。

・�マイノートを活用していくうえで，役立つ解説書です。マイノートの活用にかかわる留意点や資料を
盛りこんでいます。

　�　　　　　　　　　　については，実施場面や設定のねらい，指導のポイントだけでなく，想定され
る生徒のかきこみ例とそれに対する支援などをとり上げています。

　�　　　　　　　　 については，基本のチェックや力だめしについて，問題のねらいや支援のポイン
トなどを，より詳しく解説しています。

実際のかきこみ
例は，赤字で縮
刷版の上に示し
ています。

支援が必要な生徒のかきこみ
例については，参考資料で扱
い，さらに詳しい解説と支援
のしかたを示しています。

紹介しております紙面は，一例です。内容は変更になる場合があります。

指導・支援のポイン
トだけでなく，評価
規準や，問題の特徴

（実験計画，分析・
解釈，日常生活）に
ついても解説してい
ます。

指導書の紹介
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教科書完全準拠教材

拡大教科書

この資料の付録 CD にデジタル教科書，KeirinkanDB System 
の機能の紹介を収録しています。

以下のファイルも付録 CD に収録しています。

指導書総説別冊安全ハンドブック付録DVDには， 『安全対策のための実験動画集』を収録する予定です。
指導書詳説付録DVDには，以下の内容を収録する予定です。

平成28年度用 中学校教科書内容解説資料 付録 CD について

・年間指導計画案
・各章の目標と観点別達成目標（評価規準）
・単元の指導と評価の計画例（評価基準）
・KeirinkanDB System
・生徒配付用資料

未来へひろがるサイエンス１〜３に完全準拠したワークを発刊いたします。教科書の編集方針に
沿って構成していますので，教科書と併用していただくことで，確かな学力を育むことができま
す。問題や解答・解説の表記も，すべて教科書に合わせるなど生徒の使いやすさを追求しました。
そのほか，生徒がつまずきやすい計算問題に重点を置いたくり返しドリル，プリントタイプの教
材も発刊を予定しています。

デジタル教科書や，KeirinkanDB System についてご確認いただく場合は，
「start.html」をクリックしてご覧ください。

※ Internet Explorer は，マイクロソフト社の登録商標です。

《動作環境》
【OS】　WindowsVista/7/8( デスクトップモード )
【ディスプレイ】　WXGA(1280 × 800) 以上
【ブラウザ】　Microsoft Internet Explorer8 以上

◦学習指導要領との関連
◦年間指導計画案
◦観点別特色一覧表
◦内容系統表

◦�弱視生徒への配慮として，通常の教科書の文字や図形，イラスト等を大きく，読みやすくした
教科書です。
◦弱視の程度に合わせて選べるように，文字の大きさを違えたものを 3種類ご用意します。
◦弊社中学校教科書の数学，理科の 2教科，全学年で発刊します。

・観察・実験シート（図示実験なども含む）
・教科書中の写真・図版データ
・教科書中の本文テキスト
・�教科書関連データ（ムービー，シミュレーション，

植物検索ソフトなど）
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